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肝臓移植の医療経済学評価に関する文献的考察

―わが国における肝臓移植の社会的容認に向けて―
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肝臓移植（LT）の医療経済学評価（HEA）について，欧米諸国の文献を概説し，評価がほと

んど行われていないわが国の今後の展望について考察を行った。

LT は高額な医療費がかかる医療技術であるが，健康アウトカムに優れた医療技術であると報

告されている。このような医療技術の経済性と有効性の観点からの評価として HEA がある。多

くの医療技術に対する評価がすでに行われている欧米諸国では，LT は終末期肝臓疾患（ESLD）

患者の唯一の治療法として確立されている。一方，わが国においても LT は，ESLD 患者の治療

法として実施されているものの，HEA は行われていない。そのため，LT の社会的な容認が進

んでいない一因となっていると考えられる。

そこで，MEDLINE および医中誌 WEB 版 Ver. 2 を用いて，欧米諸国，わが国の LT の HEA
に関する文献検索を行った。その結果，MEDLINE では完全な HEA が行われた原著論文数は 6
件であった。このうち，特定の肝疾患に対する LT の HTA を除いた 4 件の報告から，観察期間

の延長によって，LT は費用効果・効用に優れた医療技術であることが推察された。医中誌によ

って得られたわが国の報告（主に小児を対象）でも観察期間の延長により同様の結果が得られて

いる。

今後，わが国においても LT の HEA が行われ，社会的に容認される医療技術の 1 つとなるこ

とを期待する。
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